
2
.
6
同
等
物
（
第
４
規
則
）

こ
の
船
舶
は
、
船
舶
に
取
り
付
け
ら
れ
る
い
ず
れ
か
の
取
付
け
物
、
材
料
、器
具
若
し
く
は
装
置
又
は
他
の
手
続
、

代
替
燃
料
油
若
し
く
は
遵
守
の
方
法
を
こ
の
附
属
書
の
要
求
す
る
も
の
の
代
替
物
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
ら

れ
て
い
る
。装
置
又
は
設
備

使
用
さ
れ
る
同
等
物

承
認
の
識
別
符
号

こ
の
記
録
は
、
す
べ
て
の
点
に
つ
い
て
正
し
い
こ
と
を
証
明
す
る
。

›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
に
お
い
て
発
給
し
た
。

（
記
録
の
発
給
の
場
所
）

›
›
›
›
›
›
›
›
›
›

›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›
›

（
発
給
の
日
）

（
記
録
の
発
給
に
つ
い
て
正
当
に
権
限
を
与
え
ら
れ
た
職
員
の
署
名
）

（
必
要
に
応
じ
て
、
当
局
の
印
章
）

「
定
回
転
の
主
推
進
機
関
」
用
試
験
サ
イ
ク
ル
の
適
用
（
推
進
用
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
及
び
す
べ
て
の
制
御
可
能

な
ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
装
置
を
含
む
。）

E
2型
試
験
サ
イ
ク
ル

速
度

1
0
0％

1
0
0％

1
0
0％

1
0
0％

出
力

1
0
0％

7
5％

5
0％

2
5％

重
み
付
け
係
数

0•
2

0•
5

0•
1
5

0•
1
5

「
プ
ロ
ペ
ラ
則
に
従
っ
て
運
転
さ
れ
る
主
機
関
及
び
補
助
機
関
」
用
試
験
サ
イ
ク
ル
の
適
用

E
3型
試
験
サ
イ
ク
ル

速
度

1
0
0％

9
1％

8
0％

6
3％

出
力

1
0
0％

7
5％

5
0％

2
5％

重
み
付
け
係
数

0•
2

0•
5

0•
1
5

0•
1
5

「
定
回
転
の
補
助
機
関
」
用
試
験
サ
イ
ク
ル
の
適
用

D
2型
試
験
サ
イ
ク
ル

速
度

1
0
0％

1
0
0％

1
0
0％

1
0
0％

1
0
0％

出
力

1
0
0％

7
5％

5
0％

2
5％

1
0％

重
み
付
け
係
数

0•
0
5

0•
2
5

0•
3

0•
3

0•
1

「
速
度
及
び
出
力
が
変
化
す
る
補
助
機
関
」
用
試
験
サ
イ
ク
ル
の
適
用

C
1型
試
験
サ
イ
ク
ル

速
度

定
格

中
間

ア
イ
ド
リ
ン
グ

ト
ル
ク

1
0
0％

7
5％

5
0％

1
0％

1
0
0％

7
5％

5
0％

0％

重
み
付
け
係
数

0•
1
5

0•
1
5

0•
1
5

0•
1

0•
1

0•
1

0•
1

0•
1
5
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第
十
三
規
則

5.1.1
の
規
定
に
従
っ
て
認
証
さ
れ
る
機
関
の
場
合
に
は
、
各
モ
ー
ド
点
に
お
け
る
特
定
の
排
出
は
、
次
の

場
合
を
除
く
ほ
か
、
適
用
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
排
出
限
度
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

.1

D2
試
験
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
十
パ
ー
セ
ン
ト
モ
ー
ド
点

.2

C1
試
験
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
十
パ
ー
セ
ン
ト
モ
ー
ド
点

.3

C1
試
験
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
ア
イ
ド
リ
ン
グ
モ
ー
ド
点

付
録
Ô

排
出
規
制
海
域
の
指
定
の
た
め
の
基
準
及
び
手
続
（
第
十
三
規
則
６
及
び
第
十
四
規
則
３
）

１

目
的

1.1

こ
の
付
録
は
、
排
出
規
制
海
域
を
指
定
す
る
た
め
の
提
案
を
締
約
国
が
作
成
し
、
及
び
提
出
す
る
た
め
の
基
準

及
び
手
続
を
定
め
、
並
び
に
国
際
海
事
機
関
に
よ
る
当
該
提
案
の
評
価
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
要
素
を
定
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

1.2

海
洋
を
航
行
す
る
船
舶
か
ら
の
窒
素
酸
化
物
、
硫
黄
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
排
出
は
、
全
世
界
の
都
市
及

び
沿
岸
地
域
に
お
け
る
大
気
汚
染
の
濃
度
に
影
響
を
与
え
る
。
大
気
汚
染
に
伴
う
公
衆
衛
生
及
び
環
境
に
対
す
る

悪
影
響
に
は
、
短
命
、
心
肺
疾
患
、
肺
が
ん
、
慢
性
呼
吸
器
系
疾
患
、
酸
性
化
及
び
富
栄
養
化
が
含
ま
れ
る
。

1.3

排
出
規
制
海
域
に
つ
い
て
は
、
船
舶
か
ら
の
窒
素
酸
化
物
又
は
硫
黄
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
又
は
こ
れ
ら
の

三
の
種
類
の
す
べ
て
の
排
出
（
以
下
「
排
出
」
と
い
う
。）に
よ
る
大
気
汚
染
を
防
止
し
、
軽
減
し
、
及
び
規
制
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
裏
付
け
ら
れ
た
必
要
性
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
場
合
に
は
、
国
際
海
事
機
関
に
よ
る
採
択
の

た
め
に
検
討
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

排
出
規
制
海
域
を
指
定
す
る
た
め
の
過
程

2.1

国
際
海
事
機
関
へ
の
窒
素
酸
化
物
又
は
硫
黄
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
又
は
こ
れ
ら
の
三
の
種
類
の
す
べ
て
の

排
出
に
つ
い
て
の
排
出
規
制
海
域
を
指
定
す
る
た
め
の
提
案
は
、
締
約
国
の
み
が
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二

以
上
の
締
約
国
が
特
定
の
海
域
に
共
通
の
関
心
を
有
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
締
約
国
は
、
共
同
提
案
を
作
成

す
べ
き
で
あ
る
。

2.2

い
ず
れ
か
の
海
域
を
排
出
規
制
海
域
と
し
て
指
定
す
る
た
め
の
提
案
は
、
国
際
海
事
機
関
が
作
成
す
る
規
則
及

び
手
続
に
従
っ
て
同
機
関
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

３

排
出
規
制
海
域
を
指
定
す
る
た
め
の
基
準

3.1

提
案
に
は
、
次
の
事
項
を
含
む
。

.1

適
用
す
る
対
象
と
し
て
提
案
す
る
海
域
の
明
確
な
設
定
で
あ
っ
て
、
当
該
海
域
が
示
す
海
図
を
参
照
の
た
め

に
付
し
た
も
の

.2

規
制
が
提
案
さ
れ
る
排
出
の
種
類
（
例
え
ば
、
窒
素
酸
化
物
又
は
硫
黄
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
又
は
こ
れ

ら
の
三
の
種
類
の
す
べ
て
の
排
出
）

.3

船
舶
か
ら
の
排
出
の
影
響
に
よ
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
住
民
及
び
環
境
地
域
に
つ
い
て
の
説
明

.4

適
用
す
る
対
象
と
し
て
提
案
す
る
海
域
に
お
い
て
航
行
す
る
船
舶
か
ら
の
排
出
が
大
気
汚
染
の
濃
度
を
増
大

さ
せ
る
こ
と
又
は
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
つ
い
て
の
評
価
。
こ
の
評
価
に
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、

排
出
に
よ
る
人
の
健
康
及
び
環
境
へ
の
影
響
（
陸
上
生
態
系
及
び
水
界
生
態
系
、
自
然
の
生
産
性
の
地
域
、
危

機
的
な
状
態
に
あ
る
生
息
地
、
水
質
、人
の
健
康
並
び
に
文
化
的
及
び
科
学
的
に
重
要
な
地
域
へ
の
悪
影
響
等
）

に
つ
い
て
の
説
明
を
含
む
。
使
用
さ
れ
た
方
法
等
関
連
情
報
の
出
所
は
、
特
定
す
る
。

付
録
Ó

試
験
サ
イ
ク
ル
及
び
重
み
付
け
係
数
（
第
十
三
規
則
）

次
の
試
験
サ
イ
ク
ル
及
び
重
み
付
け
係
数
は
、
船
舶
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
が
条
約
附
属
書
×
第
十
三
規
則
に
定
め
る

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
の
範
囲
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
二
千
八
年
に
改
正
さ
れ
た
窒
素
酸
化
物
に
関
す
る
技
術
規
則

に
定
め
る
試
験
方
法
及
び
測
定
方
法
を
用
い
て
確
認
す
る
た
め
に
適
用
す
る
。

.1

推
進
用
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
含
む
船
舶
の
主
推
進
用
の
定
回
転
の
船
舶
用
機
関
に
つ
い
て
は
、
E2
型
試
験

サ
イ
ク
ル
を
適
用
す
る
。

.2

制
御
可
能
な
ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
装
置
に
つ
い
て
は
、
E2
型
試
験
サ
イ
ク
ル
を
適
用
す
る
。

.3

プ
ロ
ペ
ラ
則
に
従
っ
て
運
転
さ
れ
る
主
機
関
及
び
補
助
機
関
に
つ
い
て
は
、
E3
型
試
験
サ
イ
ク
ル
を
適
用
す
る
。

.4

定
回
転
の
補
助
機
関
に
つ
い
て
は
、
D2
型
試
験
サ
イ
ク
ル
を
適
用
す
る
。

.5

速
度
及
び
出
力
が
変
化
す
る
補
助
機
関
で
あ
っ
て
、
.1
か
ら
.4
ま
で
に
該
当
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
C1
型

試
験
サ
イ
ク
ル
を
適
用
す
る
。
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